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７
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す

柳
川
市
人
権
・
同
和
教
育
夏
期
講
座

◆
日
時　

７
月
６
日
（
土
）、
午
後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

◆
会
場　

大
和
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

◆
内
容　

音
楽
評
論
家
で
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
藤
田
正
さ
ん
を
講
師
に
、「
竹

田
の
子
守
唄
～
名
曲
に
隠
さ
れ
た
真
実
～
」
の
演
題
で
講
演
（
90
分
）

街
頭
啓
発

◆
日
時
・
場
所　

７
月
１
日
（
月
）、
午
前
７
時
ご
ろ
か
ら
西
鉄
柳
川
駅
な
ど
市
内

６
か
所
、
午
後
３
時
50
分
ご
ろ
か
ら
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
４
か
所

福
岡
県
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
講
演
会

◆
日
時　

７
月
20
日
（
土
）、
午
後
０
時
30
分
開
場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

◆
会
場　

春
日
市
「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
」
大
ホ
ー
ル　
（
入
場
無
料
）

◆
テ
ー
マ　

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

◆
内
容　

第
１
部　

講
演

　
　
　
　
　

演
題　

ぬ
く
も
り
を
感
じ
て

　
　
　
　
　

講
師　

徳
島
県
人
権
エ
ン
タ
メ
集
団
「
友
輝
」
の
中
倉
茂
樹
さ
ん

　
　
　
　

第
２
部　

映
画
「
三
月
三
日
の
風
～
水
平
社
誕
生
物
語
」

　
　
　
　
　

　

問
い
合
せ
は
、
市
人
権
・
同
和
対
策
室
（
☎
77
・
８
５
３
２
）
ま
た
は
、
市
人
権
・

同
和
教
育
推
進
室
（
☎
77
・
８
８
４
２
）
ま
で
。

大学時代から音楽関係月刊誌の編集
者やライターとして活動。現在も、
執筆やＣＤ制作の責任者を務める。
主な著作には、「竹田の子守唄　名
作に隠された真実」「オキナワをう
たう登川誠仁自伝」（企画・構成）
がある。ＣＤプロデュース作品と
しては、「竹田の子守唄」「S

スピリチュアル

piritual 
U
ユニティ

nity ／登川誠仁」などがある。

偏
見
や
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
気
な
く

言
っ
た
　
こ
と
ば
が

人
を
　
ど
れ
ほ
ど

傷
つ
け
て
い
た
か

後
に
な
っ
て

気
が
つ
く
こ
と
が
あ
る

そ
ん
な
時

私
は
い
そ
い
で

そ
の
人
の

心
の
な
か
を
訪
ね

ご
め
ん
な
さ
い

と
　
言
い
な
が
ら

く
じ
け
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
ぇ
　
不
幸
だ
な
ん
て

溜
息
を
つ
か
な
い
で

陽
射
し
や
そ
よ
風
は

え
こ
ひ
い
き
し
な
い

夢
は

平
等
に
見
ら
れ
る
の
よ

私
　
辛
い
こ
と
が

あ
っ
た
け
れ
ど

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た

あ
な
た
も
く
じ
け
ず
に

　

同
和
問
題
は
、
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
基
本
的
人
権
（
職
業
選
択
の
自
由
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、

居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
）
が
、
同
和
地
区
出
身
と
い
う
だ

け
で
、
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
す
。

　

福
岡
県
は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
県
民
一
人
一
人
の
協
力
を
得
る

た
め
に
、昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
か
ら
毎
年
７
月
を
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
は
、各
種
行
事
を
集
中
的
に
実
施
し
、県
民
あ
げ
て
、

差
別
を
な
く
す
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
街
頭
啓
発
や
広
報
車
に
よ
る
市
内
広
報
、
公
民
館
、
職
場
な
ど
で
の

講
演
会
、
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

消
し
ゴ
ム
と

エ
ン
ピ
ツ
で

こ
と
ば
を
修
正
し
て
ゆ
く

藤田 正
ただし

 さん

●
こ
の
詩
は
、
90
歳
過

ぎ
て
か
ら
詩
作
を
始
め

た
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
作

品
で
す
。
柴
田
さ
ん
は
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
と
一
世
紀
を
生
き

て
き
ま
し
た
。
詩
に
は
、

柴
田
さ
ん
の
い
つ
ま
で

も
変
わ
ら
な
い
、
み
ず

み
ず
し
い
感
性
が
あ
ふ

れ
出
て
い
ま
す
。【
出

典
】「
く
じ
け
な
い
で
」

柴
田
ト
ヨ
（
飛
鳥
新
社
）
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柴
田
ト
ヨ

※
広
報
６
月
１
日
号
の
24
ペ
ー
ジ
、
松
見
正
宣
さ
ん
が
人
権
・
同
和
関
係
書
籍
を
寄
贈
さ
れ
た
記
事

　

で
、
敬
称
を
省
略
し
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。


